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背景背景



 

認知症ドライバーの高速道路逆走事

 故等の高齢ドライバー事故が社会問

 題化している。



 

地方では高齢者の生活と自動車運

 転は切り離せないものとなっている。



 

初期認知症患者が自動車運転を中

 止した場合、急速に認知症が進行し

 てしまう。



 

危険なドライバーの早期発見、高齢ド

 ライバーへの運転リハビリプログラム、

 効果のある交通安全教育の提供が

 早急に望まれているが実現に至って

 いない。



 

これら全てを同時に実現するシステ

 ムの社会整備を目指す。



高齢・認知症ドライバーの増加高齢・認知症ドライバーの増加

高齢者（６５歳以上）と若者（２４歳以下）の運転免許保有者の状況（警察庁）

65歳以上の人口における認知症の有病率は4～6%

認知症ドライバーは少なく見積もっても35万人



実車衝突実験及びコンピュータ・シミュレーション

偽装交通事故による保険金殺人

実装責任者と高齢・認知症ドライバー対策実装責任者と高齢・認知症ドライバー対策

前職（警察庁科学警察研究所）で交通問題（交通事故解
析、交通事故鑑定、交通安全技術開発）に10年以上従事

ハブの疲労破断

ハブ疲労破断による母子死傷事故
（実際の鑑定事例）

医工連携による交
通事故対策が必要

高齢ドライバー対策
には警察庁と厚生労
働省の連携が必要

科警研（警察庁）か
ら国立長寿医療ｾﾝﾀｰ
（厚労省）に移り、
連携を実現



解決すべき課題解決すべき課題

•

 
平成21年6月より認知症ドライバーの

 運転中止を徹底する内容を盛り込んだ

 道路交通法が施行される。[警察庁]

•

 
「自動車の運転ができなくなったら日

 常生活上非常に困る」と考えている者

 は、大都市で42%、地方都市や山間部

 では80%以上であり、自家用車への依

 存傾向がますます高まっている。[厚生

 労働省調査]

•

 
交通の安全を第一に進められてきた研

 究成果[警察]と高齢者のQOLの維持・

 向上を第一に進められてきた研究成果

 [厚生労働省]が総合的に活用されてい

 ない。



活動に向けた準備活動に向けた準備

•
 

富士河口湖町の現状

富士河口湖町の高齢化を考える会富士河口湖町の高齢化を考える会
•

 
富士河口湖町役場

 
[福祉推進課及び関係各部署]

•
 

富士河口湖町社会福祉協議会

•
 

国立長寿医療センター研究所
 

[長寿医療工学研究部]

•
 

健康科学大学（オブザーバ参加）

平成19年8月より月1回のミーティングを実施

•

 
人口約2万5000人の富士河口湖町の高齢化率は、

 19.7%と比較的低いが、今後10年で高齢ドライ

 バーの数は倍増すると予想される

•

 
合併によって広域に広がった同町では今後もマイ

 カーでの移動が基本的交通手段になることから、

 高齢者にできるだけ長く、安全に運転してもらえ

 る仕組みの整備が急務となっている



健康診断の空き時間を利用したドライビング・シミュレータの試乗健康診断の空き時間を利用したドライビング・シミュレータの試乗

 安全運転ワークブック（日本交通心理学会監修）の実施安全運転ワークブック（日本交通心理学会監修）の実施

平成20年7月23～24日、富士河口湖町中央公民館で行われた健康診断の

 受診者に対し、国立長寿医療センター研究所のスタッフが実施



研
究
内
容 

家庭用簡易ドライビ

ング・シミュレータによ

る高齢ドライバー運

転トレーニング手法

の確立 

ドライビング・シミュレ

ータによる高齢ドライ

バー運転特性評価

手法の確立 

 

ドライビングレコーダ

による高齢ドライバー

運転特性評価手法の

確立 

 

従来の交通教育プロ

グラムの課題を検討

し、高齢化社会に対

応できる新たな教育

プログラムを開発 

地 理 情 報 シ ス テ ム

（GIS）を利用し，不安

箇所（交通事故を含

む）の空間的連続性

を解明 

研
究
題
目

①高齢ドライバー在宅

運転トレーニングシステ

ムの開発 

②高齢認知症ドライ

バーのための工学的

支援システムの開発 

③高齢者の運転能力

の判別と運転停止に

伴う課題の解決に関

する研究 

④高齢運転者安全

対策プロジェクト研究

⑤犯罪不安喚起に関

わる諸要因の検討と

応用可能性について

の研究 

予
算
名 

科学研究費補助金

（萌芽研究） 

[文部科学省] 

老人保健事業 

推進費等補助金 

[厚生労働省] 

老人保健事業 

推進費等補助金 

[厚生労働省] 

自賠責運用益拠出

事業助成金 

[日本損害保険協会]

若手研究助成 

[社会安全研究財団] 

 

不安場所 犯罪リスク場所

活動の基となる研究開発成果活動の基となる研究開発成果

富士河口湖町での社会実装 全国展開



専用ドライビングシミュレータ（装置・ソフト）の開発専用ドライビングシミュレータ（装置・ソフト）の開発

大型シミュレータ（科学警察研究所）

• 正面スクリーン
６軸動揺装置

• ミラー表示用
液晶ディスプレ
イ増設

 

 

簡易シミュレータ（長寿医療ｾﾝﾀｰ）

①高齢ドライバー在宅運転トレーニングシステムの開発
②高齢・認知症ドライバーのための工学的支援システムの開発

開発



ソフトウエアおよび実験の概要ソフトウエアおよび実験の概要

ミラー確認により周囲の車両の配置を瞬時に把握し、運転
方策を判断して対処操作を行わせる実験シナリオを使用



イベントイベント

•
 

イベント発生

•
 

確認・判断

•
 

回避

障害物
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③高齢者の運転能力の判別と運転停止に伴う課題の解決に関する研究

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
レ
コ
ー
ダ
に
よ
る
高
齢
・

 

認
知
症
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
特
性
調
査

病院などの協力を受けて、健常お

 よび軽度認知症高齢者の運転する

 自動車に2週間、常時記録型ドラ

 イビングレコーダを取り付けて運

 転特徴を調査



活動の全体図活動の全体図

高齢者ドライバーの安全運転を
長期間継続可能にする支援システムの社会実装

セミナー（平成21年度は4回開催）

【主催】

富士河口湖町 役場・社会福祉協議会

安全運転、認知症防止等の講演・講習

座学及び講習

運転技能検査、運転トレーニング

ドライビング・シミュレータ運転

運転実態の把握、危険地点の特定

ドライブレコーダによる運転モニタリング

運転特徴の把握、安全運転アドバイス

安全運転ワークブック実施

事故情報、ドライビン
グレコーダによるヒヤ
リハット多発地点情
報から高齢ドライ

バー交通危険地点を
予測

GISを利用した

交通危険地点の予測

情報提供

町民へ情報提供

【コーディネート】 船井総合研究所

実装機関：国立長寿医療センター

JST実装支援プログラム
密接な連携

東京農工大学

（永井研究室）

科学警察研究所

健康科学大学

包括的高齢・認知症ドライバー対策WG
（あいち健康長寿産業クラスター形成事業）

実践女子大学

（松浦教授）

【アドバイス】

【協力】

【技術協力】

【協力】

警察・役場
【情報提供】

【実施】



参加機関参加機関

包括的高齢・認知症ドライバー対策ワーキンググループ
（あいち健康長寿産業クラスター形成事業・平成19～21年）

•

 
国立長寿医療センター

•

 
認知症介護研究・研修大府センター

•

 
岐阜県情報技術研究所

•

 
愛知学院大学

•

 
中京大学

•

 
警察庁科学警察研究所（講師派遣）

•

 
東京農工大学（講師派遣）

目的目的
•

 

危険な高齢・認知症ドライバーを運転能力に基き早期に発見する手法の開発

•

 

運転能力の低下が軽度な高齢ドライバー向け運転アシストシステムの開発

•

 

高齢・認知症ドライバーの運転トレーニング（リハビリ）システムの開発



具体的な（個別の）実装活動具体的な（個別の）実装活動

高齢ドライバーの運転能力測定

• セミナー実施時にドライビング・シミュレータ、安全運転ワークブック
等を用いた運転特徴検査を実施

• セミナー参加者（高齢ドライバー）の運転する自動車にドライビングレ
コーダを取り付け、日常の運転状況をチェックすることにより運転特徴
を綿密に分析

安全運転教育の実施 運転リハビリの実施

• 各種検査結果及びドライビングレ
コーダによる本人の危険な運転映
像を用いて効果的な安全運転教育
を実施

• ドライビング・シミュレータ技術
を応用した高齢ドライバー在宅運
転トレーニングシステムを用いて、
低下している運転能力を回復させ
る



GISを利用した交通危険地点の予測

• 警察の事故情報（発生場所）、ドライビングレコーダ映像に
よるヒヤリハット情報（発生場所）から交通事故リスクの高
い地点を特定

• 交差点、急カーブ等の写真を見せて、住民（高齢ドライ
バー）に対して地図上のどこに事故のリスクを感じるかを聞
き取り調査

• 交通事故に対するリスク認知と実際の危険箇所の相関を究明

今は平穏

何らかの理由あり？

リスク認知は高いし，
実際に事故も多い．

早急に！
対策の必要あり．

実際の事故が少ない
にも関わらず，

リスク認知が高い．

用心深さの影響？

リスク認知は低い
にも関わらず，

実際は事故が多い．

これは問題！

事
故
多
い

事
故
少
な
い

リスク認知低い リスク認知高い

• 高齢ドライバー運転危険箇
所情報を自治体から発信

• 特に事故リスク認知が低く
事故危険度の高い地点の情
報を重点的に発信する



イベントスケジュールイベントスケジュール

•
 

3月3日に大セミナー（100～200名対象）を実施

•
 

５, 8, 11, 2月に小セミナー（20～30名対象）を実施

10月～12月 1月～3月 2009年4月～2010年3月

【広報の実施】

 

1月

・役場広報の活用
・プレスリリースの実施
・回覧板等での告知

【セミナー準備】

 

2月

・必要人数の確定と呼びかけ
・内容の深堀と段取りの確保
・セミナー後の呼びかけ準備

【セミナーの実施】
第一講座

 

高齢者ドライバー
第二講座

 

安全運転のため
第三講座

 

町の試み

【覚書調印】

 

11月後半

・長寿研と町役場との協力体

 

制の公式化
・同時にプレスリリース等の

 

実施

【組織内交渉】

 

11月

・今回プロジェクトの役場内

 

交渉と承認。
・長寿研内部でのプロジェク

 

ト実施の承認

【外部組織との連動】

 

12月

・健康科学大学との連動
・教習所等との連動
・外部権威との連動

⇒セミナーで使用

【第1回セミナー】

 

5月

・セミナーの目的

 

共有
・第1回

 

講座（座学

 

40分）

・ドライブシミュレーター試運

 

転
30名を予定

【第2回セミナー】

 

8月
・第2回

 

講座（座学

 

40分）

・ドライビングレコーダー設置
・ドライブシミュレータ運転
25名を予定

【第3回セミナー】

 

11月
・第3回

 

講座（座学

 

40分）

・ドライビングレコーダー点検
・ドライブシミュレータ運転
20名を予定

【第4回セミナー】

 

2月
・第4回

 

講座（座学

 

40分）

・ドライビングレコーダー点検
・ドライブシミュレータ運転
20名を予定



大セミナー大セミナー
 「すぐに実践できる！！「すぐに実践できる！！

 
交通安全大講習会」交通安全大講習会」

入場
無料

入場
無料

町内の６５歳以上の方必見

みなさんこんにちは！！富士河口湖町 福祉推進課です。まだしばらく
は寒い日が続きそうですが、いかがお過ごしでしょうか？

この度、富士河口湖町では、今後の高齢化に適したまちづくりに向けて、
少しでも高齢者の皆様が暮らしやすいまちにしていくために、３月３日に交
通安全に関するセミナーを開催することに致しました。当日は、普段では聞
けない有名講師から「明日からデキル 交通安全のコツ」を伝授していただ
きます。お忙しいとは思いますが奮ってご応募ください。

セミナースケジュール

国立長寿医療セン
ター研究所 室長

伊藤 安海

「富士河口湖での高齢者交通安全に向けて」

●まとめ講座

●これからの町の施策と協力のお願い

まとめ

15:15～15:30

健康科学大学 講師

田山 雅世

「これで安心！！認知症予防体操」

●認知症と交通安全の関係性

●やってみよう！！明日からできる認知症体操

第二講座
14:30～15:10

実践女子大 教授

松浦 常夫

「高齢者の交通安全のトレンドと実践対処法」

●高齢者と交通安全のメガトレンド

●実践 安全運転ワークブックから学ぶ

第一講座

13:40～14:20

富士河口湖町長

渡邊 凱保
挨拶13:30～13:40

講師セミナー内容時間

国立長寿医療セン
ター研究所 室長

伊藤 安海

「富士河口湖での高齢者交通安全に向けて」

●まとめ講座

●これからの町の施策と協力のお願い

まとめ

15:15～15:30

健康科学大学 講師

田山 雅世

「これで安心！！認知症予防体操」

●認知症と交通安全の関係性

●やってみよう！！明日からできる認知症体操

第二講座
14:30～15:10

実践女子大 教授

松浦 常夫

「高齢者の交通安全のトレンドと実践対処法」

●高齢者と交通安全のメガトレンド

●実践 安全運転ワークブックから学ぶ

第一講座

13:40～14:20

富士河口湖町長

渡邊 凱保
挨拶13:30～13:40

講師セミナー内容時間

「すぐに実践できる！！

 

交通安全大講

 習会」では、免許の保有に関わらず、交通

 安全に興味を持つ高齢者を対象に行われる

 セミナー形式の講習会となっている。講座

 では、交通安全に詳しい実践女子大の松浦

 常夫教授、富士河口湖町に位置する健康科

 学大学で高齢者の認知症予防の研究を行う

 田山講師を招き、すぐに実践できる交通安

 全の秘訣や認知症予防体操などを公開する。

【開催概要】
開催日時：

 

2009年

 

3月3日

 

火曜日
13：30

 

～

 

15：30
開催場所：

 

勝山ふれあいセンター
対象者

 

：

 

交通安全に興味を持つ高齢

 者
100～200名程度



本プログラム終了後の展開本プログラム終了後の展開

•
 

複数の自治体において、同様の実装活動
 を実施（本実装メンバーが活動を支援）

•
 

警察庁に働きかけ、高齢ドライバー運転
 能力測定、交通安全教育への我々のシス
 テムの導入、高齢ドライバーの運転危険
 箇所情報の把握・情報提供の実施を全国
 規模で実現

•
 

厚生労働省に働きかけ、運転リハビリを
 医療の一環として全国規模で実現




